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技術の変遷と伝播」を開催し、研究成果を公表すると同時に、冊子としても刊行した。
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１．研究開始当初の背景
古代東アジアの瓦研究は、当時の日本を
例にとってもいまだ文様論が主体であり、
製作技術を含めた総合的な変遷観を確立す
るにはいたっていなかった。一方、朝鮮半
島の瓦研究も、近年かなりの進展をみせて
いるとはいえ、製作技術にまで及んだ考察
は少なく、中国の南北朝以降の瓦研究にい
たっては、ようやく緒に就いた段階にすぎ
。 、 、ない したがって 系統的な編年案もなく
製作技術に触れた論考も僅少であった。
２．研究の目的
本研究は、上記の現状に鑑み、日本・朝
鮮半島・中国のとくに８世紀初頭頃までの
瓦について、それぞれの国ごとに文様や製
作技術の詳細かつ総合的な変遷観を確立す
ること、そして国を越えた文様・技術伝播
の様相を明らかにし、各国の造瓦組織の実
態を解明することを目的とした。
３．研究の方法
上記の目的を達成するために、日本の飛
鳥・白鳳期の瓦について文様および製作技
術の変遷を整理するとともに、中国と韓国
の各地で、造瓦技術に関する現地調査（観
察・実測・採拓・写真撮影）を実施した。
中国では、まず北朝の造瓦技術を解明す
るために、北魏平城城と東魏北斉鄴城、漢
魏洛陽城の瓦調査をおこなった。ついで、
南朝の実態を把握するために、建康城と揚
州城の瓦調査を実施したほか、隋唐洛陽城
と隋唐長安城の瓦調査をおこなった。これ
らは、中国社会科学院考古研究所の研究協
力者との共同研究として実施したもので、
韓国の研究協力者の参加も得た。
一方、韓国では、まず慶州地域出土の古
新羅～統一新羅初期の瓦調査から開始し
た。ついで、ソウル地域の風納土城や夢村
土城、石村洞４号墳出土の百済漢城時代の
瓦と慶州皇龍寺出土瓦の調査をおこない、
さらに公州・扶餘・益山地域から出土した
百済の熊津・泗沘時代の瓦について調査を
実施した。
また、これらの現地調査とあわせて、両
国の研究者を日本に招聘し、相互の造瓦技
術の比較検討と意見交換をおこなった。
４．研究の成果
以上の調査研究により、古代の中国およ
び朝鮮半島における造瓦技術の実態とその
変遷、さらには相互の伝播の様相を具体的
に明らかにすることができた。
（ ）中国では、少なくとも４世紀の五胡1
十六国時代には、側板連結模骨を使用した
粘土紐桶巻作りが華北・東北地域で出現
し、この技法は、その後、北朝をつうじて
用いられるとともに、隋唐以降も北宋や遼
・金代まで存続する。
これに対して、南方の江南地域では、南
朝の斉～梁代に側板連結模骨を使用した粘
土紐桶巻作りから粘土板桶巻作りへの転換
が急速に進み、後者が主流となったとみら
れる。そして、その始まりは少なくとも南
朝の宋代まで遡る可能性が大きい。
中国の造瓦技術が、ほぼ全域にわたって
この側板連結模骨使用の粘土板桶巻作りに
統一されるのは、元代と考えられる。これ
は、南宋の滅亡によって、江南地域の工人
が移動し、同技法が北方に導入された結果
によるものと推定される。以後、この技法
が現代まで存続することになる。
（ ）一方、朝鮮半島では、高句麗の瓦に2
粘土紐桶巻作りと粘土板桶巻作りの両者が
認められるが、集安地域で出土する高句麗
初期の瓦や平壌地域の５～６世紀の瓦は、
側板連結模骨を使用した前者である。それ
が中国北朝の影響によるものであることは
確実視できる。
百済の瓦は、漢城時代には側板連結模骨
による粘土紐桶巻作りが多いが、模骨を使
用しない粘土紐巻き上げ（ 泥条盤築 ）「 」
によるものもあり、風納土城出土品には、
ほかにも円筒桶の粘土紐桶巻作りと粘土板
桶巻作りや、側板連結模骨の粘土板桶巻作
りも少数ながら存在する。したがって、こ
の段階の百済の造瓦技術はかなり多様であ
った可能性がある。
百済の熊津時代の瓦は例が少ないが、側
板連結模骨の粘土紐桶巻作りと粘土板桶巻
作りの両者が併存する。そして泗沘時代に
入ると、ほぼすべてが粘土板桶巻作りとな
る。これは、かねてから指摘されているよ
うに、百済が積極的に外交を展開した中国
南朝からの技術伝播によるものと考えて間
違いない。そして、この技法は、泗沘時代
の百済から日本へと伝えられ、飛鳥・白鳳
期の造瓦技術の主流となった。
一方、新羅の瓦は、古新羅時代も統一新
羅時代も、平瓦は円筒桶を使用した粘土板
桶巻作りが圧倒的多数を占めていた（ただ
し、側板連結模骨による粘土板桶巻作りも
少数ではあるが存在する 。同じ技法は、）
後漢代の洛陽城のほか、５世紀前半頃の風
納土城にも認められ、南朝に若干残存した
この技法がそれらの地域に伝わったものと
推定される。また、この種の桶は、８世紀
末に日本の九州北部へも伝播し、 世紀11
頃まで使用された。
（ ）日本では、 年に百済から瓦工人3 588
が渡来して以来、平瓦は側板連結模骨を使
用した粘土板桶巻作りが主体をなす。丸瓦
を粘土紐で巻き上げる例はわずかにあった
が、平瓦を粘土紐で巻き上げる技法が広く
見られるようになるのは、７世紀末の藤原
宮造営の段階である。その後、８世紀前半
の平城宮の造瓦組織で平瓦の一枚作りが開
発され、桶巻作りに取って代わる。これは
日本で独自に創出された成形技法であり、
以後、日本は東アジアのなかで唯一、この
技法を保持していくことになる。
4 2008 3（ ）以上の研究成果は、まず 年
月 ～ 日に、中国社会科学院考古研26 27
究所と奈良文化財研究所が北京で開催した
国際学術検討会「四～十世紀の中国の造瓦
技術（原題：四至十世紀東亜制瓦技術研
究 」で報告するとともに、同題の研究報）
告書（中国語）を刊行した。
そして、 年 月 ～ 日に、中2009 3 14 15
国と韓国の研究協力者を日本へ招聘して、
奈良文化財研究所で国際シンポジウムを開
催し、４年間の研究のとりまとめと成果の
公表をおこなった。同時に、研究成果報告
書『古代東アジアにおける造瓦技術の変遷
と伝播』を刊行した。また、同書には、附
載として、前年度の国際学術検討会の研究
報告書を日本語に翻訳して収録した。
（ ）本研究は、研究代表者が同じくその5
代表をつとめる古代瓦研究会による活動と
あわせて、日本古代の造瓦技術の研究を推
進するとともに、その中核的役割を果たし
てきた。
今回の一連の研究をつうじて、日本古代
の造瓦に直接的な影響を与えた朝鮮半島お
よび、その淵源である中国における造瓦技
術の変遷を明らかにし、国を越えた伝播の
様相を跡づけることができたのは、きわめ
て重要な成果といえる。
同時に、その過程で得た研究成果や、こ
れまでに培ってきた研究の方法を、共同調
査のなかで中国や韓国の研究協力者に伝
え、また国際学術検討会で報告や討議を重
ねることで、広く共有することが可能とな
ったのは大きな意義がある。
この点は、従来、製作技術の面での研究
やその意義についての認識に、ともすれば
不充分な部分があった中国や韓国の研究者
からも大いに注目されており、本研究が東
アジアにおける瓦研究の進展に寄与したこ
とは疑いない。
今後、これらの成果をうけて、各国が同
様の問題意識のもとに研究を進め、その成
果を相互に共有することで、さらに実りあ
るものとなることが期待される。
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（ )YAMASAKI SHINJI
独立行政法人文化財研究所 奈良文化財
研究所・飛鳥藤原宮跡発掘調査部・史料
調査室長
10090375研究者番号：
亀田 修一（ ～ 年度）2005 2007
（ )KAMEDA SHUICHI
岡山理科大学・総合情報学部・教授
90304287研究者番号：
佐川 正敏（ ～ 年度）2005 2007
（ )SAGAWA MASATOSHI
東北学院大学・文学部・教授
40170625研究者番号：
花谷 浩（ 年度）2005
（ )HANATANI HIROSHI
独立行政法人文化財研究所 奈良文化財
研究所・飛鳥藤原宮跡発掘調査部・遺構
調査室長
70172947研究者番号：
小澤 毅（ ～ 年度）2005 2007
（ )OZAWA TSUYOSHI
独立行政法人国立文化財機構 奈良文化
財研究所・埋蔵文化財センター・遺跡・
調査技術研究室長
00214130研究者番号：
今井 晃樹（ ～ 年度）2006 2007
（ )IMAI KOUKI
独立行政法人国立文化財機構 奈良文化
財研究所・都城発掘調査部・研究員
60359445研究者番号：
林 正憲（ ～ 年度）2005 2007
（ )HAYASHI MASANORI
独立行政法人国立文化財機構 奈良文化
財研究所・都城発掘調査部・研究員
10360851研究者番号：
中川 あや（ ～ 年度）2006 2007
（ )NAKAGAWA AYA
独立行政法人国立文化財機構 奈良文化
財研究所・都城発掘調査部・研究員
10393373研究者番号：
高田 貫太（ ～ 年度）2006 2007
（ )TAKADA KANTA
独立行政法人国立文化財機構 奈良文化
財研究所・都城発掘調査部・研究員
60379815研究者番号：
(3)連携研究者
亀田 修一（ 年度）2008
（ )KAMEDA SHUICHI
岡山理科大学・総合情報学部・教授
90304287研究者番号：
佐川 正敏（ 年度）2008
（ )SAGAWA MASATOSHI
東北学院大学・文学部・教授
40170625研究者番号：
小澤 毅（ 年度）2008
（ )OZAWA TSUYOSHI
独立行政法人国立文化財機構 奈良文化
財研究所・埋蔵文化財センター・遺跡・
調査技術研究室長
00214130研究者番号：
今井 晃樹（ 年度）2008
（ )IMAI KOUKI
独立行政法人国立文化財機構 奈良文化
財研究所・都城発掘調査部・研究員
60359445研究者番号：
林 正憲（ 年度）2008
（ )HAYASHI MASANORI
独立行政法人国立文化財機構 奈良文化
財研究所・都城発掘調査部・研究員
10360851研究者番号：
中川 あや（ 年度）2008
（ )NAKAGAWA AYA
独立行政法人国立文化財機構 奈良文化
財研究所・都城発掘調査部・研究員
10393373研究者番号：
高田 貫太（ 年度）2008
（ )TAKADA KANTA
独立行政法人国立文化財機構 奈良文化
財研究所・都城発掘調査部・研究員
60379815研究者番号：
(4)研究協力者
石田 由紀子（ ～ 年度）2006 2008
（ )ISHIDA YUKIKO
独立行政法人国立文化財機構 奈良文化
財研究所・都城発掘調査部・特別研究員
40450936研究者番号：
花谷 浩（ ～ 年度）2006 2008
（ )HANATANI HIROSHI
出雲市文化企画部・次長
70172947研究者番号：
安 家瑶（ ～ 年度）2005 2008
（ )AN JIAYAO
中国社会科学院考古研究所・西安研究室
・主任
朱 岩石（ ～ 年度）2005 2008
（ )ZHU YANSHI
中国社会科学院考古研究所・漢唐研究室
・主任
金 誠龜（ ～ 年度）2005 2008
（ )KIM SEONGGU
韓国国立中央博物館・学芸研究室長
金 有植（ ～ 年度）2005 2008
（ )KIM YOOSIK
韓国国立扶餘博物館・学芸研究室長
